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　小 笠原諸島産 の 蔓脚類 Some 　ba 皿 acles 　from

t・he 〔二）gasa “
’
ara −ls］andg ．彙報 18，

49−57f　 l　939

年 3 月 15 日　弘富士 夫　F ．HIRO 　瀬戸臨海

實驗所

　九大池国隼人氏に よ り小笠原諸島聟島南方 20 

米 の 潔海 よ り採取 され た蔓脚類三 種 仲 二二 種 は新

種）の 記載 19mili ／trrl　 boni・ne・？rse　 n ・5p ．一 全長

30 皿 m に逹す る赤紅色叉は 自色 の 美麗な種。亞 峰

板が 角状 に 著し く外方 に 突出 して 長 く ， 嘴板が 低

くて 幅 の 3分 の 1 の 高さを有す る事 が 著 しい 外部

標徴 で あ る。内的に は 蔓脚 の 各節力薹 しく細長 く，

その 處 々 に赤斑を有 し， ．凵．つ 交接器 が 第六 蔓脚 の

基 肖は り も短 い 矮小 な の が 主 な る特微で あ る 。 矮

雄は通常 6 個 の 鼓板 を有す。 勲 吻 ノlabrna　 eeau −

d‘ぬ 隔 11．霞p．一 周轂表面 に 網 目斌 の 紅斑 あ り，

楯板 は 細長 く，
8 條の 縦走溝の 爲に成表線 は 波状

を 呈す る。背板は幅廣く ， 距 は ゆ る や か に 凸 出 し

た 底縁の 牛 に 過 ぎない 。 嘴板 と嘴側板 は 完奎に 癒

着 し， 爾面共 に 縫合線を殘 さない 。尾状附属器 は

痕跡酌，皮膚の 一部突起す る の み 。 交接器は 第六

蔓脚 の 脚基 の 兩疏 よ り少 し長 い 位 で ， 輪状隆起を

有 しない 。殻長 S−10mm 。　 Balanus　 i．vtyleni
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　伊 豆 ￥ 島の 多 毛璽蟲類 α） PO 】yqhae↓Ol1S

A 　］ui 　c｝】｛d　of 　lzu　：P（ll／ilコsula 　l．　Pol｝
−
chaeta

，

Co1王ected 　by　the 　
it

｝　li　sa　g− o ｝’　dnring 　thc

Zgologiea ］Survey 　ar （レlllid 　t．hp 　lzu　Peninsnla ．

東京文 理 大紀要 Sea 　 ］S，　 No ．57，193−22D
，
1938

年 9 月 ユ0 日　高融 三 　　K ・T ．tKAuAsl 　東京こ

文理 大動物學教室

　1934−36 に 下田臨海實驗所の 擽集船
“

み さご
”

に 依 つ て 伊豆 牛島東側 の 海底を數次 に 亙 つ て 動物

調 査 を行ひ し際の 多毛壌蟲類の 報告 に して 10 科

19 種を記載せ る もの に して ， こ の 中に
一
薪 種 Le一

α ndra 　isueasisを 含む 。 こ の 新種は初島伊衷間 の

深さ IOO米 の 海底よ り得 し もの で ， 底質は 砂質で

■

319

多量の 貝 の 死殻を含んで ゐ る。體長 84mm ，ee幅
7mm で 近似種 L ．鰍 1艢 コ1・” 9

’
r とは，第一

r鰓

が第 15 剛 毛節 に あ る こ と，眼を缺 く こ と ，觸鬚の

相遶等に よ つ て 區別され る。

　 タカ ア シガ ニ より褥たる動物 1．蔓脚類，星L

貝類 　Notes 　 on 　 the 　animals 　found 　 Oll 　Afa−

ff’Ofheira 　hae）n ガfe
・
nl　T）E ｝L 、AN．’．彙報 17，

4〔添 476

19・　38年 U 月 18 日　 弘富士夫

　 日本 の 有す る著名な動物 の S 」 る タ カ ア シ ガ ニ

に 關 して は形態的 に は よく研究 され て ゐ るけ れ ど

も その 生態 に就て は 不 HjJな黙が 多い 。著者 は そ

の 生態の 一
端 を 知 る意味 に 於 て ， そ の 體表及 び體

駆内 に 棲息す る動物を 謌 査 した結果を發表 した も

の で ，第一篇
．
蔓脚類，第 ＝篇 貝類 よ りな る 。 蔓脚類

は その 共棲動 物中最も．顯著で種量共 に 多い 群 で あ

つ て ，訳の 9種が 發見 され る。大 部分 は 有柄類 に

屬す る。1
・
Hetercae7xu9｛Heteralel）as ｝japandea．

〔AUK ・〕， 甲及脚 に 附着。2
，
π （正1・｝　9itad尸娜 α （AUR ・｝

甲 及脚に限着 。
3，∬ （ParaternLq）　Tosea 　n ・SP ．

， 甲

及胸 に 附着， 從來 Kld ；
eER 及 び K エ1．ggo ．tS’−CANT 囲 ．L

に よ つ て H ・cp．） 尹細 ‘rt（nelata ｛H   EK ｝に 同定 さ

れ て ゐた もの を瀦 は新に別種 と した。4
， 蹴

’
las−

〃爵 伊 OF靦 α跏 のゐα θpn が師 （DARw 周 ，甲面 に 夥

しく附着す るオ レ ソ ヂ 色の ヒ メ エ ボ シ。5， T．　A
・磁 μ噴 H 。 i］K ｝，常に クF側 に 表ほ れ た 口 器 に 附着

す る レ モ ソ 色の ヒ メ エ ボ シ 類。
6

，
T．（Teninaspis）

excavatum 　｛IloF．K ）， 顎脚叉 は腹部附屬肢 に稀に附

着 して ゐ る事が あ る c， 7， 0ctolasmi＄ α脚 o恵 η 1

〔L 粥 。コ
ー．s　 etc・｝， 常に タ カ ア シ ガ ニの 鰐室 に棲息

す る透明な種類で ，

一
個 體 の 蟹に於 て 數百を以 て

數 ＄ b8 ， 0・orthaao ．
酒 α 〔DARw エ．N ），

9
，
　Batanus

trigo？｝us　DAB “
−
LN

， 共 に 甲表 に 稀 に 附着す る 。 以 上

の 中 4
，
5

，
7 の 三 種 は 殆ん ど常に どの 蟹 の 個體 に も

見 られ る最も普通な もの で あ る。貝類で は 二 種類

Pseudamtss・ium 〔J
’
allioru ，n ） vitrect

’
m ｛c・　．ME 　LI ］

t
），

Osbrea （」肋 隠 o   劑 i）iirsashiaiia 　YOK ‘〕YAM ろ が

發見され た が，
．
前者は世界的 に 分布 して ゐ る 種類

尸

’

匪
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厂

で あ る が 1 相模灣及び紀州 で は タ カ ア シ ガ ニの み

よ り得られ て ゐ る事 は注目に値す る。

　 日 本淡水 産枝角類 ； 動物地理 學的藺窮　 Japa−

nese 　Freshwater 　Cladiocera；　 a 　Z9 ‘】geogra −

phical　Sketch ，彙報 1ア，
283−294

，
1938 上 野釜

三 Masuzo
．
u 愈 o 京都帝大阻屬大津臨湖實鑞所

　朝鮮孚島を除 く目本全版劇 （樺太 ，千島，北海道 ，

本州，九州，琉球 ，毫灣 ，南洋群島）か ら知られた ，淡

水淕枝角類に關する動物地理學的考察で あ る 。 そ

の 立論の 材料 は殆ん ど大部分著考自身 の 數年來の

研究の 結果 に よ る。本文 に 取扱 つ た淡水産枝角類

は ， 全部で 8科 ， 29島 6／種 ，
7 亜種 で ， 枝角類 の 科

は 全剖戝 國 に 産 す るわ け で あ る。 そ の うち，ミ ヂ

ン コ 科 〔1）aphniidap ）及び マ ル ミ ヂ v コ Xl！　（Ohs ・

doridap ＞は最も屬種に 富み，／屬 1種 の み の ホ ロ

ミ ヂ
．
ソ コ 苹斗O

’
｛olol ）edidae ）及び ノ p 孝斗 〔JApt｛F

do τidae） も夫 々 我國 の 陸水中に 見られ る。

　月本列島 の 淡永産枝角輝相 は ，普遍種，北方系及

び南方系種 の 3要素よ りな る所謂混合動物相を な

す。各要素混合 の 割合 は南北各地方に よ つ て 異る。

即ち北 海 道及 び そ れ よ り以北 〔千島 ，樺太 ｝で は ，普

遍種 は該地域 か ら知 られた 全種類 の 75％ 以 上 を

占め るが，本州以南 で は そ の 割合は弐第に小 さく

な り， 憂灣で は 65％ に なつ て ゐ る。北方系の 代

表者 は ，
・極北地方 に 分布 して ゐ る khe］’ycercus　gia

一

薇 癖 8 及び Bos コninc ｛ eopeqoni 　 obtusirostris で ，北

千島 に の み 見 られ る 。 適褞範圍 の 稍大 きい もの ，

例 へ ば Oihr．UOx ・t．σ昭 e1〜is は北海道ま で 南下 し

て ゐ る 。 北方系要素 の 南進は 夏季水湖が 2〔PG 以

上 に昇らぬ地域 ， 即ち 北海道東北牛部ま で に限ら

れて ゐ るや 5で ある
。 その 適例は Daplzn・ia 勧 ‘

−

g｛8 画脇 の 尖頭型 プ ラ ソ ク トン 品種蛮 ，こ の 種北方

系の もの が 更 に 南下 して 本州中部まで 逹ナる場合

に は ，高山湖か，低地の 湖の 冷い 深水暦に 限 られ て

ゐ る。長野縣木崎湖 の 周年潔水層の み に 生活 して

ゐ る D αPlbnia砺 ムg卿加 α の 工品 種 な どは この よ

い 例 で あ る 。 こ の 木崎湖の 品種或は 琵琶湖の 潔暦

に居 る 加 ソ而 α 卿 餾 pule＝ の プ ラ ソ ク ト ソ品

種 などは ， 夫 々 の 湖 とその 蓮命を共 に して 來た も

の と見做 ナベ く，生理生態學上 も興味深い もの で

あ る 。

1

ノ

報

　臺灣に は熱帶系の 種類の 進出が 目覺 しい 。特に，

DiaPlzanosojiia　 2）砧 t癖 sノ加 o跏 m
，
　 D ．　 scsrsi

，
　AZona

diaptta］ia などば 注意すべ き種類で あ る。そ の あ

る もの 〔例 ： α癖 σ〔1αが楙 謡 rig 覦‘di）は 本州 まで 可匕

進して ゐ るが ， その 分布の 北限は熱帶湖〔冬季の 表

面水温が 4℃ 以 下 に 降 らぬ 湖沼工の 北限 （大體北

緯 36°

線に一致する） と大略並行 して ゐ るや うで

あ る。こ の 地域内で も南方系種 の 分布は
，1馳 の 水

域に限られ， 高い 山地に は 發見せ られぬ 。 委任統

治南洋群島で は パ ラ オ 島ガ ル ドッ ク湖 の 枝角類を

知 る の み で あ るが，それ ら は全部熱帶系要 素 よ り

な り，日本列島に も分布 して ゐ る種類は二 つ もな

い 。日本列島 と東 亜 大陸 との 枝角類相 刀 類鬣 係

は，滿洲國の 該相が頗 る明か に な つ た の に胖 ひ 、 訳

第に よ くわ か つ て 來たo

　本邦産網蚊科 の一新屬一噺 種　ANe “
’Gm 弼

and 　 Specie30｛Blepharoeeridae 　 i厂om 　Japan ．

京大紀 要 哥4，　311−352，1938年 8 月 30 日北 上 四 郎

Sirδ KITAKA ｝II 京都府立醫大豫科

　信州奈川村黒川産 の 網紋科標本 よ り1著翻 1新

種を記載 した。Neehapmothrix　 kanii之で ある 。

昭和 11 年 8 月 可 兒 藤吉 氏初め て 蛹と幼蟲（第 4齢）

を擽 漿し，
12年 6 月今西錦司氏 よ り該標本の 査定

を依囑 され た。著者 ほ 同年 6月 よ り8月 に か け て 三

囘該昆蟲 の 麗地 を訪れ ， 各齢幼蟲並 び に 蛹を多數

に得，成熟せ る蛹よ り♂ ♀を 引ltiす こ とが出來た。

　本科昆蟲の 産地は 山間の 溪流に隈られて ゐ る爲

め ， そ の 分布は 動 物地理學的 に 興昧が
・
深い （、殊 に

同一屬や 近縁屬が隔絶せ る諸大陸 や島 々 に見鋤さ

れ る の で あ る G 　駈相 に 於て ， 本癈｝は 　Paltosto−

minae 亜科の 諸屬，例へ ｛蒲 米，南 ア フ リ カ 産 の

CQsrtS／．か α
， 南米の P αttosf伽 πα 及び z加 〜o庸 oz （ら

中歐 の ffap 乙lotltri．r ，中央 ア ジ ヤ の 『ianschanella

等 と符合す る。 就中出 ノ糾 o画 齋 と1ま蛹や幼蟲の

諸形質に 於 て も類似黙あ り， 最 も近縁な らん と考

へ られ る 。

一方 ， 兩者の 問に は幾多の 重要 な る相

違點あ り。例 へ ば 觸角の 節數 ， ri器の 長短 ， 大顎

の 有無，距 の 有無 ， 爪 の 形状，長勵 毛 の 有無等。蛹

に於て ，背面 の 棘の 有無，中胸背面 の 點布貫膠着器

の 數等。 幼蟲（第 4齢）に於て
， 第1 體節の 側葉 の

ρ

v
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